
 

  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 
グループ目標 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

・中高一貫教育の
特色を活かした教
育課程を策定し、
知的好奇心を引き
出し、高い学力と
志を身に付けさせ
る。 
・探究学習を中心
にカリキュラム・
マネジメントを展
開 し 、 「 自 ら 考
え・調べる」姿勢
を育成する。 
・主体的・対話的
で深い学びを重点
研究し、言語活動
の充実を図りなが
ら科学的根拠に基
づ く 論 理 的 思 考
力、及び STEAM教育
等を通して表現力
を育成する。 
・グローバル社会
に求められる英語
運用能力向上を目
指 す と と も に 、
様々な価値観を持
つ人々との相互理
解を推進する。 

①思考力・判断
力・表現力を高め
る振返りシートと
評価方法や評価の
手立てを整理す
る。 
 
 
②英語運用能力の
更なる向上を目指
す。 
 
②学校外との交流
を推進する。 

①「思考力・
判断力・表現
力の育成」お
よび「指導と
評 価 の 一 体
化」を共通テ
ーマとして研
究 を 実 践 す
る。 
 
 
②英検受験、
合格率と GTEC
スコア、およ
び共通テスト
平均点を過去
のデータと検
証し、現状分
析と目標を再
設定する。 
 
②特別土曜講
座において、
他校生の参加
を呼びかけた
り、生徒から
の提案や意見
も吸い上げた
りする。 

①研究成果と
教科への還元
はどうであっ
たか。単元に
係る振返りを
実 施 で き た
か。 
 
 
②データの推
移と分析結果
はどうであっ
たか。 
 
②特別土曜講
座への参加者
数や参加校数
に変化は見ら
れ た か 。 ま
た、生徒から
の提案がどの
くらいあった
か。 

〇「指導と評価
の一体化」を進
めるため、職員
全体の評価内容
や方法に対する
理解を深める。 
 
〇「教員プチ探
究」を通して、
探究のサイクル
実体験し、試行
力・判断力・表
現力の育成を目
指す。 
 
〇GTEC や英検に
係る到達目標を
周知し、６年間
を見通した自己
認知を促す。 
 
 
〇 Cross School
の取組として、
県立高校のみな
らず、東京私学
との交流も積極
的行い、講座参
加を促す。 
 

２ 

( 幼 児 ・ 児
童・) 
生徒指導・
支援 

・自主自律を推奨
し、目標達成を諦
めない精神力と規
範意識、思いやり
をもって下級生を
指導するリーダー
意識を醸成する。 
・６年間を安全か
つ安心して過ごせ
るよう、安全教育
を通じて支援・指
導を行う。 

①「挨拶をする」
「時間を守る」
「整理整頓する」
の３つを、生徒に
自主的に取り組ま
せる。 
 
 
②発達段階に応じ
て、６年を貫いた
指導体制を確立す
る。 
 

① 「 挨 拶 」
「 時 間 を 守
る」「整理整
頓」の３つの
柱において、
生徒による自
主的取組を促
す。 
 
 
②教科横断の
視点で年次計
画を作成し、
振返りアンケ
ートを実施す
る。 

①生徒一人ひ
とりが、３つ
の柱に対して
自主的に取り
組めたか。 
 
 
 
 
②実施内容と
生徒評価はど
う で あ っ た
か。 
 

〇生徒会執行部
と準執行部を中
心に、委員会活
動の中で３つの
柱についてでき
る取組を検討さ
せ、実施する。 
 
〇前期課程生は
評 議 員 を 中 心
に、各学年・学
級ごとに意識を
高める取組を行
う。 
 
〇安全教育の視
点で、６年を貫
いた指導体制を
確立する。 
 



 

３ 
進路指導・
支援 

・第一志望を諦め
ない進路指導を徹
底するとともに、
５教科受験での国
公立大を推奨し、
60 名以上の現役合
格者を目指す。ま
た、国公立大や難
関大における現役
合格率 75％を目指
した段階的・体系
的な支援・指導を
行う。 
・キャリアパスポ
ートを活用しなが
ら、高い志を維持
さ せ る た め 、 実
践・経験値を向上
させ、自己変容の
プロセスを重視し
たキャリアプラン
ニ ン グ を 指 導 す
る。 
 

①第一志望を諦め
ない進路指導を推
進する。 
 
 
②主体的取組とし
てのコンテスト参
加を引き続き促
す。 

①国公立大の
より迅速な受
験結果の集約
に向け DX を活
用 す る 。 ま
た、進路実績
の分析と指導
体制を検証す
る。 
 
 
②検定やコン
テスト参加数
調査を継続し
て行う。参加
経験のある生
徒による募集
説明会を実施
する。 

①第一志望の
進路実現を達
成できたか。 
 
 
②SSS 振返り
シートの経年
検証の結果は
どうであった
か。また、参
加者数はどの
ように推移し
たか？ 
 

〇生徒が卒業後
の 進 路 に つ い
て、主体的に考
え、最後まで諦
めずに第一志望
を目指せるよう
支援する。 
〇SSS 振返りシ
ートの経年検証
を行い、今後の
継続について検
討する。 
〇検定コンテス
ト掲示板を設置
し、生徒への情
報提供を行う。 
〇コンテストに
参加する生徒、
指導する教員へ
のサポート体制
を充実させる。 

４ 
地域等との協
働 

・地域交流から社
会貢献意識を醸成
する。 
・神奈川県を代表
する中高一貫校と
しての魅力を発信
し、６年の学びの
意欲を引き出す広
報、開かれた学校
づ く り を 推 進 す
る。 

①校外活動を促す
とともに、地域交
流の機会を模索す
る。 
 
 
②学校のミッショ
ンを踏まえなが
ら、受検者の視点
を取り入れた学校
案内を作成する。 
 

①南区役所地
域振興課と連
携した防災訓
練を計画、実
施する。 
 
 
②生徒のアイ
デアを活かし
た学校案内を
作成し、説明
会 を 企 画 す
る。 

①生徒ならび
に地域住民の
参加状況はど
う で あ っ た
か。 
 
 
②どのような
アイデアを活
かすことがで
きたか。 

〇地域貢献を年
間 を 通 し て 行
う。 
〇生徒や地域住
民にとって、よ
り効果的な防災
訓練の方法を模
索し、教職員を
含め防災意識を
向上する。 
〇入学を希望す
る受検者および
保 護 者 に 向 け
て、本校の活動
をわかりやすく
広報し、入学意
欲を高めてもら
う。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

・業務を組織的に
可視化させ、効率
向上から働き方改
革を推進するとと
もに、OJT を意識し
ながら職員相互の
能力向上を図る。 
・地域から信頼さ
れるため、職員一
人ひとりが県職員
としての自覚を持
ち、不祥事防止に
全力で取り組む。 
 

①帰宅しやすい環
境づくりの継続と
スクラップ提案等
により、業務削減
に取り組む。 
 
 
②同僚性の醸成に
継続的に取り組
み、不祥事防止の
意識を高める。 
 

①試験前に会
議を設定しな
いとともに、
採点システム
の運用および
「スクラップ
提案書」を継
続して実施す
る。 
②教員による
不祥事防止研
修 を 継 続 す
る。コミュニ
ケーションの
取りやすい職
場づくりを重
点 目 標 と す
る。 
 

①時間外勤務
時間や年休取
得数がどのよ
うに変化した
か。 
 
 
②研修会は実
施できたか。
また職員同士
のコミュニケ
ーションが増
えたか。 

〇年休取得の推
進、帰宅時間の
促し等、意識改
革手立てを実践
する。 
〇グループワー
クを中心とする
研修を実施し、
教員が様々な視
点から話し合え
る 場 を 提 供 す
る。 
〇全教員が手順
や注意点を十分
に理解し、成績
に関する事故を
ゼロにする。 



 

 


